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 本論文は地方財政の構造分析によって地方財政制度の改革のための論拠を明らかにした
ものである。地方分権を可能にする財政的要件は歳出権限と課税自主権の二つである。わ
が国の場合、この権限は制度的に十分に与えられていない。そこから派生する矛盾が地方
財政の破綻を深刻なものにしている。地方財政破綻の構造は基底として地域経済の構造的
変化と中央政府依存型の財政構造に密接に関連しており、バブル経済崩壊後の経済停滞に
よって顕現したものである。国家政府の財政破綻によって地方財政の破綻が必然化する財
政構造がすでに高度経済成長過程の中で形成されていた。 
地方経済は経済成長を志向する全国総合開発政策、産業政策によってゆがめられ、大都
市圏への資本と労働力の集中・集積によって地域間格差が拡大されたのである。そのひず
みを調整するために、国家財政の負担は否応なく増大した。地方交付税や国庫補助負担金
による財政調整によって、地域経済の格差を是正することが次第に困難になってきた。そ
のための財政改革が三位一体改革であった。地方財源の拡充を前提としない改革は地方財
政規模の縮小を主導する改革であったため、結局、成果は上がらなかった。地方税を主と
する自主財源が三割しかないという基本構造を変えないかぎり、国家の地方財政負担は減
尐しない。 
地方税源の拡充には住民税への過大な依存ではなく、利益説の課税根拠に合致する固定
資産税や事業税のような外形標準課税や地方消費税を拡充する改革が必要であった。現実
にはそれに逆行する改革がなされたのである。他方、財政投融資計画の縮小にもかかわら
ず、地方債発行の自由化の改革は十分に進められなかった。国債と地方債の自由発行が公
開市場で競合する事態を避けるために、地方債の自由化は見送られたのである。 
 地方財政の負担は尐子高齢化という社会構造の変化によって趨勢的に増加している。社
会保障の財政負担は社会保険制度によってカバーされるものと自主財源の持ち出しによっ
て負担されるものから成り立っている。年金、医療、介護などは保険制度によって給付さ
れるが、公的扶助は国と地方の財源によって給付される。これらの負担が増え続けること
によって、地方財政の負担も増加する。そればかりではなく、健康保険や介護保険は市町
村を保険者とする地域保険であるために、地方の財政負担の持ち出しも多くなっている。
国による財政調整ではなく、都道府県政府による財政調整へと改革が進められているが、
複雑な制度を解消するためには国民健康保険と介護保険を国家政府を保険者とする制度に
改めるべきであろう。その結果、地域福祉に関し地方政府の行政責任を重くする財政的裏
づけを形成することができる。 
 
 
